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ゴ
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ド
ラ
ゴ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
伊
豆
の
長
八
美
術
館

10
月
19
日
か
ら
、
町
内
で
「
松
崎
ま
ち
か
ど
花
飾
り
」

10
月
19
日
か
ら
、
町
内
で
「
松
崎
ま
ち
か
ど
花
飾
り
」

が
開
催
さ
れ
、伊
豆
の
長
八
美
術
館
前
に
は
「
ド
ラ
ゴ
ン
ガ
ー

が
開
催
さ
れ
、伊
豆
の
長
八
美
術
館
前
に
は
「
ド
ラ
ゴ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
と
題
し
て
大
き
な
龍
が
現
れ
ま
し
た
。

デ
ン
」
と
題
し
て
大
き
な
龍
が
現
れ
ま
し
た
。
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第 25 回静岡県市町対抗駅伝松崎町代表チームについて

　今大会も、静岡県庁をスタート、草薙陸上競技場をゴールとする全 12 区間 42.195 ㌔のコース

で行われます。

　松崎町チームは、６月下旬から練習を始め、それぞれの選手が力をつけてきました。９月から

数回の選手選考会を行い、10 月に代表選手が決定して、11 月 30 日（土）の本番に挑みます。

　松崎町チームは、今年も町の部入賞・ふるさと賞受賞を目標に、チーム一丸となり熱心に練習

を重ねています。松崎町民の代表として懸命にタスキをつなぐ選手たちに、練習・本番とも皆さ

まのご声援をお願いします。

11 月 30日 （土） 10 時スタート （予定）　みんなで応援しましょう！

≪監    督≫　土屋　武彦さん（元松崎中学校）　≪ヘッドコーチ≫　平野　明彦さん（松崎中学校）

≪選手候補≫

○小学生
鈴木　浬さん　　 （松崎小４年）小鹿　快晴さん   （松崎小４年）蜂屋　月鳥さん   （松崎小４年）

石田　匠さん　   （松崎小４年）　鈴木　愛紗さん   （松崎小４年）青木　敬典さん   （松崎小５年）

藤井　龍牙さん   （松崎小５年）菊池　芽生さん   （松崎小５年）小鹿　美希さん   （松崎小５年）

村田　陽海さん   （松崎小５年）山本　雅広さん   （松崎小５年）齋藤　心愛さん   （松崎小６年）

松田　怜奈さん   （松崎小６年）高橋　流希真さん（松崎小６年）高橋　莉希真さん（松崎小６年）

鈴木　蒼琉さん   （松崎小６年）山本　拓さん　　 （松崎小６年）

○中学生
伊藤　玲央名さん（松崎中１年）小嶋　悠太さん   （松崎中１年）山本　悠雅さん   （松崎中１年）

飯野　心結さん   （松崎中１年）蜂屋　風花さん   （松崎中１年） 齋藤　史弥さん   （松崎中２年）

松村　理応さん   （松崎中２年）松田　大誠さん   （松崎中２年）小鹿　美羽さん   （松崎中２年）

松原　莉奈さん   （松崎中２年）関　蒼太さん     （松崎中３年）北舘　志郎さん   （松崎中３年）

鈴木　侑さん     （松崎中３年）山本　翔太さん   （松崎中３年）伊藤　恵司さん   （松崎中３年）

長島　慧さん     （松崎中３年）関　太輝さん     （松崎中３年）稲葉　心春さん   （松崎中３年）

小林　紋奈さん   （松崎中３年）

○高校生
勝呂　諒月さん    （藤枝明誠高１年）吉長　楽翔さん   （松崎高２年）

○一般

渡邉　まどかさん（主婦） 平野　文珠さん  （会社員） 武田　拓郎さん　（会社員）

石原　滉太さん  （大学生） 石田　匠さん　　（松崎町役場）森　哲也さん　　（自営業）

≪コーチ≫　　竹内　聡さん（自営業）　尾崎　草苗さん（自営業）

上記の方々以外にも多くの方々に支えられ、市町対抗駅伝に参加することができています。

※代表選手が決まり次第、松崎町ホームページにて公開します。

【問合せ】　教育委員会（４２）３９７１
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　４　取り立て ・ 充当

    　   差し押さえた財産を取り立て、 滞

納金に充当します。

税
金
の
滞
納
整
理
を
『
徹
底
強
化
』
し
ま
す

　
  

納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
方
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

税
金
は
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。

　

多
く
の
方
が
、
納
期
限
ま
で

に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
滞
納
し
て
い
る
方
も
い

ま
す
。

　

き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
方

と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
滞
納
整
理
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
令
和
５
年
度
末
に
お
け

る
滞
納
者
数
は
約
２
０
０
人
、

滞
納
税
額
は
、
２
千
万
円
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
11
月
と
12
月

の
２
カ
月
間
を
『
滞
納
整
理
強

化
月
間
』
に
設
定
し
、
静
岡
県
、

静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と

連
携
し
て
徴
収
お
よ
び
滞
納
整

理
を
徹
底
強
化
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
付
が
な
い
方
に
対
し
て
、

督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し
、

11 月 ・ 12 月
滞 納 整 理
強 化 月 間

自
主
納
付
を
促
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
納
付
の
な
い
滞
納
者

に
対
し
て
は
「
賀
茂
地
方
税
債

権
整
理
回
収
協
議
会
」
と
連
携

し
て
、
預
貯
金
や
給
与
な
ど
の

財
産
を
調
査
し
、
財
産
差
し
押

さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
静
岡
県
下
田
財
務
事

務
所
で
も
、
県
税
の
滞
納
者
に

対
し
て
同
様
の
取
り
組
み
を
実

施
し
ま
す
。

　

税
金
は
、
納
期
限
内
の
一
括

納
付
が
原
則
で
す
。
滞
納
に
な

ら
な
い
よ
う
、
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
便
利
な
口
座
振
替

に
よ
る
納
税
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
役

場
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

下
田
財
務
事
務
所
納
税
課

(

２
４)

２
０
１
９

令和元年度
 滞納者数　　　　 　２７１人
　   

 滞納金額　 ３０，７２７千円

令和２年度

 滞納者数　　  　　　２１４人

 滞納金額　 ２３，２１５千円

令和３年度

 滞納者数　          ２１６人

 滞納金額　 ２１，８７６千円

令和４年度

 滞納者数            ２３２人

 

 滞納金額　 ２２，２７５千円

令和５年度

 滞納者数           　２３１人

 滞納金額　 ２３，０８６千円

年度末における滞納状況強化月間中の重点取組

　１　滞納者に催告書を送付

        滞納者に滞納金額を知らせると

        ともに納付を促します。

　２　滞納者の財産調査

        金融機関への預貯金の調査

        勤務先への給与の調査

        取引先への売掛金の調査

　　　 保険会社への保険の調査　など

　３　財産の差し押さえ

        財産調査で発見した財産 （預貯

        金や給与など） を差し押さえます。

        差し押さえられた給与などは、 滞

        納金が完納するまで解除されませ

        ん。
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町
職
員
の
給
与
は
、
国
お
よ
び
他
の
市
町
村
、
な
ら
び
に
民
間
事
業
所
の
給
与
な
ど
を

考
慮
し
て
定
め
る
よ
う
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
件
費
に
は
、
町
職
員
に
支
払
わ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
町
議
会
議
員
や
各
種
委
員

な
ど
の
特
別
職
に
支
払
わ
れ
る
給
与
、
報
酬
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

令
和
５
年
度
普
通
会
計
決
算
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
18
・
３
％
を
占
め
、
内
訳
は

左
図
に
示
す
と
お
り
で
す
。

１．給与の状況

　　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

　　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

(1) 職員の平均給与月額・平均年齢

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢

３２９，７００円 ３９歳４月 ２６５，８００円 ４３歳３月

(2) 給与費等の状況（令和５年度普通会計決算）

職員数 給　　与　　費　　等 １人当たり
給与費

（B ／ A）A 給　　料 職員手当 期末 ・ 勤勉手当 計　　Ｂ

８３人 ２億５，７４５万円 ４，７９５万円 １億３０万円 ４億５７０万円 ４８９万円

(3) 初任給

区　　　分 金　額

一般行政職
大学卒 １９６，２００円

高校卒 １６６，６００円

※特別職 ･会計年度任用職員分は含んでいません。

(4) ２年経過時の給料額

区　　　分 金　額

一般行政職
大学卒 ２０６，６００円

高校卒 １７４，９００円

（令和６年４月１日現在） （令和６年４月１日現在）

（令和６年４月１日現在）

(5) 特別職の報酬

区　　　分 月　　　額 期末手当 年間支給額

給

料

報

酬

町　 長　 ６１２，０００円

給料月額×１．１５ （役職加算） ×４．１５月分

１０，２６４，７７０円

副町長 ５３５，０００円 ８，９７３，２８８円

教育長 ４３７，０００円 ７，３２９，５８３円

議   長 ２７３，０００円

給料月額×１．１５ （役職加算） ×３．０５月分

４，２３３，５４７円

副議長 ２０８，０００円 ３，２２５，５６０円

議   員 １８７，０００円 ２，８９９，９０２円

（令和６年４月１日現在）

令和５年度普通会計決算
人件費総額 ７億４,１５１万円

給料
3億2,995万円

44.5％

職員手当等
1億4,825万円

20.0％

共済費
1億6,018万円

21.6％

報酬等
1億 313万円

13.9％
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(6) 期末 ･勤勉手当

区　分 ６月 12 月 計

期　末 １．２２５月分 １．２２５月分 ２．４５月分

勤　勉 １．０２５月分 １．０２５月分 ２．０５月分 ※役職により課長職 15％、課長補佐・係長相当職 10％、
　主任主査相当職５％が月額に加算されます。

（令和６年４月１日現在）

(7) 主な諸手当

区　　分 内容および支給単価

扶 養 手 当 配偶者 ６，５００円、 子 １０，０００円、 父母等 ６，５００円

管理職手当 定額を支給 ３２，８１６円 ( 最高号給の８％ )

宿日直手当 １回につき 　４，４００円

(1) 職員の採用、退職の状況（企業会計を含む）

２．職員数、任免の状況など

区分

部門

採用

離職

退職 免職
失職 合計

定年 勧奨 普通
早期退職
募集制度

死亡 任期満了 分限 懲戒

令和５年度 ７人 ０人 ０人 ６人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ６人

(2) 普通会計職員の職員数

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
小計

技能
労務職

合計
標準的な職名

主事
主事補

主任主事 主任主査 係長 課長補佐 課長

令和５年度 ２０人 １９人 ８人 １６人 ６人 ９人 ７８人 ５人 ８３人

令和６年度 ２０人 ２１人 ７人 １７人 ６人 ９人 ８０人 ４人 ８４人

(3) 令和５年年次有給休暇の取得状況

平均取得日数 消化率

９．７日 ２７．０％

(4) 職員の分限および懲戒処分の状況

区　　分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告

処分者数 ０人 ５人 ０人 ０人 ０人 ２人 １人

（令和６年４月１日現在）

【問合せ】総務課（４２）３９６３
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※
12
月
２
日
以
降
に
、
再
交
付

　

や
差
し
替
え
が
必
要
に
な
っ

　

た
場
合
、
そ
の
時
点
か
ら
「
資

　

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
ま
た

　

は
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付

　

し
ま
す
。

　

「
資
格
確
認
書
（
現
行
保
険
証

と
同
じ
サ
イ
ズ
）
」
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
さ
れ

て
い
な
い
方
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
の

被
保
険
者
資
格
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

　

国
の
方
針
で
は
、
令
和
６
年

12
月
２
日
以
降
も
現
行
の
保
険

証
が
使
用
可
能
な
方
に
は
、
そ

の
間
、
資
格
確
認
書
を
交
付
し

な
い
運
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

▶
資
格
確
認
書
の
イ
メ
ー
ジ

　国民健康保険に加入されている皆さまへ　
　　マイナンバーカードと健康保険証の一体化により
　　　　　令和６年 12 月２日から保険証の新規発行が終了します

保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

　

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
従
来

の
保
険
証
は
、
令
和
６
年
12
月

２
日
に
廃
止
さ
れ
、
新
規
発
行

が
終
了
し
ま
す
。

　

廃
止
の
時
点
で
発
行
済
み
の

保
険
証
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
、

保
険
証
に
記
載
の
有
効
期
限
ま

で
（
最
長
で
令
和
７
年
７
月
31

日
ま
で
）
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
を
さ
れ
て
い
な

い
方
に
は
、
保
険
証
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
証
廃
止
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
の

動
向
な
ど
に
よ
っ
て
内
容
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

保
険
証
廃
止
後
の
対
応

【問合せ】　国民健康保険について　　　　健康福祉課（４２）３９６６

　　　　　マイナンバーカードについて　窓口税務課（４２）３９６８

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
に

つ
い
て

　

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
）
」
は
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
が
自
分
の
加
入
す
る
健
康

保
険
を
簡
易
に
把
握
で
き
る
よ

う
、
新
規
資
格
取
得
時
や
負
担

割
合
変
更
時
な
ど
に
、
交
付
す

る
も
の
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証

に
対
応
し
て
い
な
い
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
場
合
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
と
合
わ
せ
て
提
示

す
る
こ
と
で
、
受
診
が
可
能
で

す
。

資
格
確
認
書
に
つ
い
て

◆
資
格
確
認
書
の
交
付
対
象
者

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

 
 

得
し
て
い
な
い
方

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

 
 

得
し
て
い
る
が
保
険
証
の
利

 
 

用
登
録
を
し
て
い
な
い
方

マイナ保険証

マイナ保険証

R6.8.1
更新

R6.12.2
廃止

R7.8.1
更新

保険証 (最長 R7.7.31 まで有効 )

資格情報のお知らせ

資格確認書

有

無

令和６年８月１日以降の保険証発行イメージ
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マイナ保険証がなくても医療機関などを受診できます

よ
く
あ
る
質
問

　
　

会
社
の
保
険
か
ら
国
民
健

　

康
保
険
に
変
わ
っ
た
が
、
再

　

度
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

　

録
が
必
要
か
？

 
 

　

再
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
た
だ
し
、
役
場
へ
の

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱

　

退
の
手
続
き
は
、
引
き
続
き

　

必
要
で
す
。

　
　

保
険
証
の
利
用
登
録
が
し

　

て
あ
る
の
か
ど
う
か
の
確
認

　

方
法
は
？

　
　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
確
認

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ

　

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

　

し
、「
登
録
状
況
の
確
認
」
の

　

「
確
認
」
を
押
下
し
て
い
た

　

だ
く
と
、
健
康
保
険
証
の
登

　

録
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
役
場
１
階
カ
ウ
ン

　

タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
マ
イ

　

ナ
ポ
ー
タ
ル
端
末
で
も
、
登

　

録
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

　

４
桁
の
暗
証
番
号
が
必
要
で

　

す
）

問問

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　

暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
っ

　

た
、
ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
て
し

　

ま
っ
た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば

　

よ
い
か
？

　
　

暗
証
番
号
の
再
設
定
が
必

　

要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド
を
お
持
ち
の
上
、
窓
口

　

税
務
課
で
手
続
き
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

の
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
こ
と

　

で
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
キ
オ

　

ス
ク
端
末
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

　

機
）
で
も
再
設
定
が
で
き
ま

　

す
。
詳
細
は
、
公
的
個
人
認

　

証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

　

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問

▶
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

▶
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

答

【保険証廃止後の医療機関などの受診方法】

１　マイナ保険証を持っている方

　① マイナ保険証を使って受診

　② 有効な保険証を使って受診

② 　令和６年 12 月２日時点で有効な保険証は、最長で令和７年７月 31 日まで使用できる

② 　経過措置が設けられています。

２　マイナ保険証を持っていない方

　① 有効な保険証を使って受診

　② 資格確認書を使って受診

② 　令和６年 12 月２日以降、保険証の有効期間が到来した場合、転職や転居により保険者

② 　を異動した場合には、氏名や生年月日、被保険者番号などが記載された「資格確認書」

② 　を交付します。

３　マイナ保険証に対応していない医療機関などを受診する場合

　① 有効な保険証を使って受診

　② 資格確認書を使って受診

　③ 資格情報のお知らせ＋マイナ保険証を使って受診

③ 　令和６年 12 月２日以降、マイナ保険証を保有している方へ「資格情報のお知らせ」を

③ 　交付します。この「資格情報のお知らせ」とマイナ保険証を併せて、医療機関などの

③ 　窓口へ提示することで受診が可能となります。

※「マイナ保険証」とは、健康保険証の利用登録がされたマイナンバーカードをいいます。

※後期高齢者医療保険の方は、暫定的な運用として令和６年 12 月２日から令和７年８月の

　更新までは、マイナ保険証の保有状況にかかわらず「資格確認書」を交付します。

答

答
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厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民

お
一
人
お
一
人
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思

い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
と

し
て
、
11
月
30
日
を
「
年
金
の

日
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見

込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
、
24
時
間
い
つ
で
も
年

金
の
記
録
の
確
認
や
年
金
見
込

額
の
試
算
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
便

利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

利
用
で
き
る
方
は
、
基
礎
年

金
番
号
を
お
持
ち
の
方
に
な
り

ま
す
。

※
昭
和
61
年
４
月
以
前
に
年
金

　

受
給
権
が
発
生
し
た
老
齢
年

　

金
受
給
者
の
方
は
、
ご
利
用

　

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ

れ
ば
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

簡
単
に
利
用
登
録
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
で

も
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
登
録
が
で
き

ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
連
携
す
る
と
、
確

定
申
告
・
年
末
調
整
に
必
要
な

通
知
書
や
国
民
年
金
の
電
子
申

請
に
必
要
な
情
報
を
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

他
に
も
、
国
民
年
金
被
保
険

者
の
資
格
取
得
（
種
別
変
更
）

の
届
け
出
や
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
、

学
生
納
付
特
例
の
申
請
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
三
島
年
金
事
務
所
に

出
張
年
金
相
談

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

三
島
年
金
事
務
所
の
職
員

が
、
相
談
員
と
し
て
、
年
金
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入

記
録
や
受
給
見
込
額
の
確
認
、

年
金
請
求
の
手
続
き
な
ど
が
で

き
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康

福
祉
課
ま
で
連
絡
し
、
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

 

令
和
７
年
１
月
17
日
（
金
）

 

令
和
７
年
３
月
７
日
（
金
）

【
会
場
】

 

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修
室

 
※
令
和
７
年
１
月
17
日
（
金
）

 
 
 

の
み
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

 
 
 

大
会
議
室　
　
　
　
　

【
時
間
】

 

午
前
９
時
～
正
午

 

午
後
１
時
～
午
後
２
時

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

　

「
エ
コ
ツ
ー
・
サ
ス
ツ
ー
（
省

略
表
記
）
」
チ
ー
ム
で
は
、
松

崎
町
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

た
（
活
用
し
た
）
観
光
商
品
が

で
き
な
い
か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
、
生
活
に
使
わ
れ
て
い
た
歴

史
的
に
も
貴
重
な
古
道
や
、
地

域
に
残
る
「
な
ま
こ
壁
」
の
景

観
を
取
り
込
ん
だ
観
光
コ
ー
ス

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
18

で
、
商
品
化
さ
れ
て
い
る
も
の

も
含
め
て
、
松
崎
の
本
来
の
魅

力
を
体
験
で
き
る
観
光
コ
ー
ス

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
観
光
は
、
施
設
を
作
っ

２
０
３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
よ
り

　

 

～
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
～

て
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、こ
れ
か
ら
の
観
光
は
、

地
域
の
文
化
や
営
み
、
地
域
の

人
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
行
楽

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

滞
在
す
る
お
客
さ
ま
に
こ
の

自
然
の
豊
か
さ
を
堪
能
し
て
い

た
だ
き
、
環
境
保
全
の
意
義
を

伝
え
つ
つ
、
適
切
な
観
光
収
入

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
エ
コ
ツ

ア
ー
、
こ
れ
を
持
続
的
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
的
観
光
）

で
す
。

　

地
域
の
案
内
役
と
し
て
の

「
語
り
部
」
は
、
町
民
一
人
一

人
で
、
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、

有
望
な
コ
ー
ス
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ツ
ア
ー
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

渡
辺　

攻
（
那
賀
在
住
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

▲実踏風景（三競展望台にて）

 

11
月
30
日
は

　   

　 

年
金
の
日
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松
崎
町
で
生
活
を
は
じ
め

て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
周
り
の
方
々
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で
や
り
た
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
機
会
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
活
動
で
は
、
約

20
年
間
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た

畑
を
活
用
し
、
実
っ
た
作
物

の
無
人
販
売
の
場
を
設
け
た

り
、
約
５
年
間
休
耕
田
だ
っ

た
と
こ
ろ
で
は
じ
め
て
お
米

作
り
を
し
た
り
、
私
の
田
畑

を
会
場
に
「
静
岡
自
然
農
の

会
」
の
学
習
会
を
開
催
す
る

Vol.30

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

                               

杉
山 

藍
子

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
外
で
は
「
伏
倉
区
の

行
事
」
と
「
地
域
交
流
館
『
浜

丁
』
で
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
」
へ
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

移
住
し
た
年
に
見
た
伏
倉

秋
祭
り
の
演
奏
に
胸
が
躍
り
、

こ
の
区
の
大
太
鼓
を
や
り
た

い
！
と
思
っ
た
１
年
後
、
仲
間

に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
施
術
を
再
開
す
る
場
を

快
く
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

を
や
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
環

境
と
皆
さ
ま
の
寛
大
さ
に
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
も
松
崎
で
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
日
々
楽
し

く
精
進
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

▲秋晴のもと、稲刈り はざ掛け

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　

松
崎
町
で
は
、
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
健
診
機
関
に
予
約

後
、
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認

書
な
ど
を
持
っ
て
必
ず
受
診
前

に
健
康
福
祉
課
へ
事
前
申
請
を

行
い
、
助
成
券
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
健
診
機
関
の
下
田
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
診
す

る
場
合
は
、
病
院
窓
口
で
助
成

金
を
差
し
引
い
た
額
を
自
己
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

受
診
後
の
手
続
き
が
省
略
で
き

ま
す
。
（
受
診
前
の
事
前
申
請

は
必
要
に
な
り
ま
す
）

【
対
象
者
】

◆
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

※
30
歳
か
ら
75
歳
未
満

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

【
助
成
条
件
】

①
前
年
度
ま
で
の
国
民
健
康
保

 
 

険
税
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者

 
 

医
療
保
険
料
に
未
納
が
な
い
方

②
町
の
特
定
健
診
・
健
康
診
査

 
 

を
受
診
し
て
い
な
い
方
（
脳

 
 

ド
ッ
ク
は
除
く
）

③
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
受
診
結
果

  

を
、
町
が
行
う
保
健
事
業
へ
活

  

用
す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る
方

【
助
成
費
用
】

◆
１
日
（
日
帰
り
）
ド
ッ
ク

 
 

２
万
５
千
円
ま
で

◆
短
期
（
１
泊
２
日
）
ド
ッ
ク

 
 

３
万
円
ま
で

◆
脳
ド
ッ
ク

 
 

１
万
５
千
円
ま
で

【
助
成
に
関
す
る
注
意
事
項
】

◆
事
前
申
請
を
行
わ
ず
に
、
人

 
 

間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
さ
れ

 
 

た
方
は
、
助
成
が
で
き
な
い

 
 

た
め
、
事
前
申
請
を
必
ず
お

 
 

願
い
し
ま
す
。

　

※
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で

 
 
 
 

に
は
事
前
申
請
を
お
願
い

 
 
 
 

し
ま
す
。

◆
助
成
は
、
当
該
年
度
に
人
間

 
 

ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の
い

  

ず
れ
か
１
人
１
回
に
な
り
ま
す
。

◆
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
費
用
額

 
 

が
助
成
金
以
下
の
場
合
は
、

 
 

そ
の
費
用
額
を
助
成
し
ま
す
。

◆
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
（
が
ん
を
検
査

 
 

す
る
方
法
の
１
つ
）
は
助
成

 
 

対
象
外
で
す
。

《
申
請
か
ら
助
成
ま
で
の
流
れ
》

①
健
診
機
関
へ
予
約

②
役
場
へ
事
前
申
請

 
 

※
持
ち
物･

･
･

保
険
証
ま
た

 
 
 
 

は
資
格
確
認
書
な
ど

③
役
場
か
ら
助
成
券
の
交
付

④
健
診
機
関
で
受
診

 
 

※
下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で

     

受
診
の
場
合
は
こ
こ
で
終
了

⑤
役
場
へ
助
成
金
の
申
請

 
 

※
持
ち
物･

･
･

印
鑑
、
申
請

 
 
 
 

書
、
助
成
券
、
領
収
書
、

 
 
 
 

健
診
結
果
、
振
込
先
の
口

 
 
 
 

座
が
わ
か
る
も
の
、
質
問

　
　

票
（
脳
ド
ッ
ク
は
除
く
）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６
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エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

192kcal 14.8g 7.6g 15.0g 1.3g

（１食当たり）

酢鶏（すどり）

－　材 料（４人前）－

鶏もも肉（皮なし）・・280 ｇ

【A】（下味用）

酒・・・・・・・・・・・小２

しょうゆ・・・・・・・・小 1

片栗粉（鶏肉用）・・・・・大 1

玉ねぎ・・・1 個（約 240 ｇ）

ニンジン・1/2 本（約 100 ｇ）

ピーマン・・・3 個（約 75 ｇ）

油・・・・・・・・・大 1.1/2

【B】

ケチャップ・・・・・大 1.1/2

酢・・・・・・・・・大 1.1/2

砂糖・・・・・・・・・大 1 強

しょうゆ・・・・・・・・大 1

中華だし・・・・・・・・小 1

片栗粉・・・・・・・・・小 1

－　作り方　－

①鶏肉は、一口大に切り、【A】の下味をつけておく。

②【B】の調味料を合わせておく。

③ニンジンは乱切り、ピーマン、玉ねぎも同じくらいの 

　大きさに切る。

④①の鶏肉に片栗粉をまぶし、フライパンに油をしいて

   焼く（フタをすると火の通りがよい）。

⑤④をいったん取り出し、残った油で野菜を炒める（あ

   らかじめ電子レンジで火を通しておくと時短になる）。

⑥野菜に火が通ったら、④の鶏肉を戻して【B】を入れ、

   煮詰める。
【問合せ】　健康福祉課
               （４２）３９６６

まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.51

町 

長 

コ 

ラ 

ム 　

第
35
回

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
3535
回回

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報松

崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

今
年
８
月
８
日
に
、
初
め

て
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
気
象

庁
か
ら
の
情
報
に
背
筋
が
凍

る
思
い
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

発
表
後
、
ま
ず
は
、
日
頃

の
備
え
を
再
度
見
直
す
こ
と

か
ら
始
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
日
常
生
活
を
継
続
し

な
が
ら
巨
大
地
震
に
備
え
る

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
特

に
、
家
具
の
転
倒
防
止
や
備

蓄
備
品
（
水
や
食
料
、
ラ
ジ

オ
や
携
帯
用
ト
イ
レ
な
ど
）

の
確
認
な
ど
、
不
足
す
る
も

の
が
な
い
か
、
発
災
時
に
い

る
場
所
に
よ
っ
て
は
、
避
難

す
る
場
所
が
異
な
る
こ
と
を

改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
８
月
15
日

午
後
５
時
に
特
別
な
注
意
の
呼

び
掛
け
が
終
了
し
ま
し
た
が
、

地
震
の
起
こ
る
可
能
性
が
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
引
き
続
き
防
災
の
備
え

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
昨
今
の
災
害
は
地
震
だ

け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
異
常
気
象
で
、
線
状
降

水
帯
に
よ
る
か
つ
て
な
い
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
情
報
を
的
確
に
捉

え
、
早
め
早
め
の
避
難
行
動

に
結
び
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

と
皆
で
言
い
た
い
も
の
で
す
。

豚肉を鶏肉
に代えて
ヘルシーに！



 My Town Topics～まちのできごと～

　９月 20 日、環境改善センター研修室で、県外の大
学生が当町の地域資源を生かした観光ビジネスの提
案を行う「わがまち魅力化プロジェクト　松崎町の
地域活性化」報告会が行われました。
　これは、一般社団法人ＣＯＬＬＥＧＡが主催して
行われたもので、参加した 13 人の学生は、３つのグ
ループに分かれて町内を視察し、農泊など当町の地
域活性化に関する提案をしてくれました。

「わがまち魅力化プロジェクト　松崎町の地域活性化」 報告会

　10 月 12 日、松崎中学校で聖和保育園の運動会が
行われました。
　今年は「Let’ ｓ enjoy ！～さあ、みんなで奏でよ
う～」をテーマに、かけっこやリレー、玉入れなど
の親子競技が行われました。
　また、４歳・５歳児による鼓隊では、息の合った
演奏が行われ、演奏が終わった後には、会場から大
きな拍手が送られました。

　10 月５日から６日の２日間にわたって、石部棚田
で、今年５月に植えた稲を収穫する収穫祭が行われ、
町内外のオーナー・トラスト会員約５００人が参加
しました。
　参加した会員たちは、棚田保存会の方からのご指
導のもと、稲刈り作業を行ったり、刈った稲を干す
ための稲

は さ

架を作ったりして、収穫作業に汗を流しま
した。

　９月 28 日、勤労者体育センターで、「第４回ゴミ
収集車デザインコンテスト」授賞式および出発式が
行われました。
　これは、株式会社栄協が、賀茂郡各市町の小学生
を対象に行っているコンテストで、授賞式では、最
優秀賞などを受賞した入賞者が表彰されたほか、入
賞作品がデザインされたゴミ収集車も披露され、そ
の出発を参加者で見送りました。

「第４回ゴミ収集車デザインコンテスト」 授賞式および出発式

石部棚田収穫祭

聖和保育園　運動会
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町の人口と世帯
（令和６年９月 30 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,676 人　（ー 18 人）

　男　　　2,674 人　（ー  ３ 人）

　女　　　3,002 人　（ー 15 人）

世帯数　　2,835 戸　（ー  ３ 戸）

転　入　    7 人　転　出　15 人

出　生　    ０人　死　亡   10 人

戸籍だより

お 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）
地 区 氏 名 年齢 届 出 人

宮 内 井富美子 90 井 元継

山 口 池 久子 95 池 尚士

石 部 髙橋 京子 76 髙橋 正美 

雲 見 鈴木 忠壽 78 鈴木 佐利

江奈４ 石田 久子 89 石田 誠三

石 部 鈴木 つね 93 鈴木 秀康

江奈４ 小鹿 春子 79 小鹿 勝市

那 賀 井山 且子 93 土屋 富子

宮 内 関　 晏 子 93 山本千真子

　令和６年９月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故 0 件　（±０）　

　物損事故 １1 件　（－１）　

　死　　者 ０人　（±０）　

　傷　　者 ０人　（±０）　

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

題
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た

際
に
は
、
契
約
内
容
を
慎
重
に

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

も
し
も
、
こ
の
よ
う
な
問
題

が
あ
る
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
事
案
に
よ
っ
て
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
消
費

者
契
約
法
な
ど
の
取
消
権
の

主
張
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く

消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
に

相
談
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

(

文
と
絵)

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

 
 

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
無
料
レ
ン
タ
ル
？
？
」

町 の 交 通 事 故

松松  

崎崎  

文文  

芸芸

い
ち
ぢ
く
の
美う

ま味
さ
不
思
議
な
舌
ざ
わ
り  

土
屋
規
矩
子

疲
れ
る
と
言
い
つ
つ
妻
の
栗
拾
い
　
　
　  

山
本
　
一
詞

仏
だ
ん
の
無
花
果
の
割
れ
程
良
か
り  

　
　
清
水
　
高
子

天
高
し
「
５
０
・
５
０
」
の
金
字
塔    

　   

鈴
木
　
　
基

た
ち
ま
ち
に
空
に
溶
け
入
る
草
の
わ
た  

　
夏
目
　
和
子

那
賀
川
の
土
手
彼
岸
花
見
事
な
り  

　
　
　
石
田
　
　
宏

手
付
か
ず
の
能
登
へ
又
雨
冬
近
し
　  

　
　
松
田
美
智
子

爽
や
か
に
球
の
翔
平
聡
太
棋
譜
　  

　
　
　
細
矢
　
金
治

無
花
果
の
ジ
ャ
ム
の
出
来
映
え
去
年
越
え  

渋
谷
み
ど
り

鹿
声
と
チ
ャ
イ
ム
リ
ン
ク
の
朝
散
歩
　  

　
小
林
　
一
郎

彼
岸
花
群
れ
て
川
辺
の
雨
あ
が
る  

　
　
　
深
澤
　
順
子

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

俳 

句-

ス
ト
ッ
プ
！

ス
ト
ッ
プ
！
悪
質
商
法
被
害 

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に　

 

〜 
 
 
 
 
 
 
 

（９月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
四
年
十
一
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
二
　
六
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
山
本
印
刷

106

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四��

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や

家
電
量
販
店
な
ど
で
、
事
業
者

が
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
レ

ン
タ
ル
契
約
の
勧
誘
を
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

中
に
は
「
レ
ン
タ
ル
料
は
無

料
。
水
は
好
き
な
と
き
だ
け
頼

め
ば
よ
い
」
な
ど
と
勧
誘
を

し
て
お
き
な
が
ら
、
実
際
に

は
水
の
定
期
購
入
が
条
件
と

な
っ
て
お
り
、
一
定
期
間
経
過

前
に
レ
ン
タ
ル
契
約
を
解
約

す
る
と
高
額
の
違
約
金
の
支

払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
内
容
に
な
っ
て
い
る
な
ど
問

おめでとうございます（婚姻）
夫 妻

地 区氏 名地 区氏 名

櫻 田 白鳥 壱暉櫻 田網谷 照世


